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山形県広報誌 令和5年1月号 No.631

1

山形県漁業協同組合直営「庄内海丸」のスタッフの皆さん。
「庄内海丸」は山形市内の「コープしろにし」内にあって、庄
内浜で水揚げされた新鮮で種類豊富な海の幸がずらりと並
びます。地元で獲れた魚を選ぶことは、エシカル消費につな
がります。（撮影協力：山形県漁業協同組合、コープしろにし）16 ｜ 潜入レポート！

6 ｜ 特集

2 ｜ 新春知事対談

山形県郷土館「文翔館」前編

はじめてみましょう！
人と地球にやさしい「エシカル消費」

やまがた紅王本格デビュー
〜果樹王国やまがたのさらなる飛躍へ〜

今月の表紙
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県民のあゆみ 1 月号 16

3階
かい
の正

せい
庁
ちょう
の天井は、細

こま
やかで美

うつく
しい

「漆
しっ
喰
くい
細
ざい
工
く
」が施

ほどこ
されています。よく見

ると山形の代
だい
表
ひょう
的
てき
な果

くだ
物
もの
と花
はな
が隠

かく
れ

ています。

文翔館ボランティアガイド

志
し
田
だ
 芳
よし
子
こ
さん

山形県郷土館（愛
あい
称
しょう
：文翔館）は、1916年（大

たい
正
しょう
5年）に

県庁舎および県
けん
会
かい
議
ぎ
事
じ
堂
どう
として現

げん
在
ざい
の場

ば
所
しょ
に建

た
てられ

ました。設
せっけい
計したのは、日

に
本
ほん
近
きん
代
だい
建
けん
築
ちく
の父
ちち
と呼

よ
ばれた英

えい

国
こく
人
じん
建
けん
築
ちく
家
か
ジョサイア・コンドルの愛

まな
弟
で
子
し
の田

た
原
はら

新
しん
之
の
助
すけ
。正
しょう
面
めん
から見

み
ると石

いし
造
づく
りに見える文翔館で

すが、実
じつ
はレンガ造りになっています。レンガは約

やく

237万
まん
本
ぼん
も使
つか
われており、外

がい
壁
へき
は南
なん
陽
よう
市
し
で採
さい
掘
くつ
さ

れた花
か
崗
こう
岩
がん
で化

け
粧
しょう
されています。

山形県庁の移
い
転
てん
後
ご
には国

くに
の重

じゅう
要
よう
文
ぶん
化
か
財
ざい
に指

し
定
てい
さ

れ、1986年（昭
しょう
和
わ
61年）から約10年の歳

さい
月
げつ
をかけて保

ほ

存
ぞん
修
しゅう
復
ふく
工
こう
事
じ
が行
おこな
われ、今

いま
では山形県郷土館として、誰

だれ
で

も自
じ
由
ゆう
に見
けん
学
がく
することができるようになりました。

100年以上の時を刻む時
と
計
けい
塔
とう
や、現在はコンサートなど

にも使われる、かまぼこ型
がた
の天
てん
井
じょう
が印
いん
象
しょう
的
てき
な議

ぎ
場
じょう
ホール

など、見どころがたくさんあり、観
かん
光
こう
客
きゃく
をはじめ、県

けん
民
みん
の

皆
みな
さんに愛

あい
される施

し
設
せつ
になっています。

コンサート会
かい
場
じょう
などにも使

し
用
よう
される文翔館。

昔
むかし
は県
けん
庁
ちょう
舎
しゃ
だったって知

し
ってた？

紅
べに

花
ばな

とさくらんぼがこんなところに？ かまぼこ型の天井。昔
むかし

は… 屋
や

根
ね

材
ざい

には宮
みや

城
ぎ

県
けん

の「雄
お

勝
がつ

石
いし

」を使用！ 可
か

愛
わい

らしいハートではなく、実は…

実はレンガ造りの文翔館表
おもて

側
がわ

は花崗岩でお化粧！

県
けん
議
ぎ
会
かい
が行われていた議場ホール。創

そう

建
けん
当
とう
時
じ
は、かまぼこ型の天井から太

たい
陽
よう

の光
ひかり
を取

と
り入

い
れていたそうです。

創建当時に石
いしのまき
巻市

し
から15万

まん
枚
まい
運
はこ
ばれ

てきた雄勝石。東
ひがし
日
に
本
ほん
大
だい
震
しん
災
さい
で被

ひ
災
さい
し

ましたが、現在は復
ふっこう
興へ向

む
けて再

さい
生
せい
産
さん

に取
と
り組

く
んでいるそうです。

先
せん
人
じん
たちが100年以上前にこの素

す
晴
ば
らしい建物

を造ったことを県民の皆さまにも知ってもらいた
いです。文翔館を愛する私たちボランティアガイド
は、皆さんにその魅

み
力
りょく
を伝
つた
えられるよう頑

がん
張
ば
って

いますので、ぜひ見学に来
き
てください。

議場ホール近くの階
かい
段
だん
には、ハートの

模
も
様
よう
？実はこれ、日

に
本
ほん
古
こ
来
らい
の魔

ま
除
よ
けの

印
しるし
だといわれているとか。どこにあるか
探
さが
してみてね。

山
やま

形
がた

県
けん

郷
きょう

土
ど

館
かん

「文
ぶん

翔
しょう

館
かん

」前
ぜん

編
ぺん

100年
ねん
以
い
上
じょう
も前
まえ
から、街

まち
を見

み
守
まも
るように佇

たたず
む文翔館。

時
とき
を刻
きざ
む建
たて
物
もの
を2回

かい
に分

わ
けてご紹

しょう
介
かい
！

中
なか
庭
にわ
からはレンガ

造りの構
こう
造
ぞう
が

確
かく
認
にん
できるよ！


